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12
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
、
新

発
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
条
例
制
定
、
新
発
田
市
立
学
校
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
、
公
の
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
、
市
道
路
線
の
認
定
等
の
一
般
議
案
が
提
出

さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

４
３
０
億
６
６
０
０
万
円
に

　

今
回
提
出
の
一
般
会
計
補
正
予

算
議
案
は
、
国
、
県
の
制
度
改

正
、
補
助
内
示
に
伴
う
事
業
費
の

調
整
、
急
を
要
す
る
事
務
事
業
の

補
正
な
ど
を
内
容
と
し
全
員
賛
成

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
予
算
総

額
は
、
６
億
４
２
０
０
万
円
を
減

額
し
、
４
３
０
億
６
６
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は

左
記
の
と
お
り
で
す
が
、「
国
土
調

査
事
業
」
が
繰
越
明
許
費
と
し
て
、

「
県
立
新
発
田
病
院
跡
地
取
得
事
業
」

や
「
市
庁
舎
建
設
事
業
」、「
七
葉

小
学
校
校
舎
改
築
事
業
」
な
ど
が

債
務
負
担
行
為
に
よ
り
次
年
度
に

及
ぶ
事
業
と
な
る
こ
と
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
の
補
正
予
算
案
に
つ
い

て
も
審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12月定例会

〈主な一般会計予算補正内容〉
県立病院跡地取得事業 △7億4220万円
※ 県からの事業用地取得時期が平成24年度となるた

め減額

市庁舎建設事業 207万円
※ 新庁舎建設設計委託業者をプロポーザル方式によ

り選定する経費

障害者自立支援給付事業 7891万円
※ 対象者の増加に伴う障害福祉サービスの扶助費支

給に対応するための経費

児童扶養手当支給事業 2325万円
※受給者の増加に伴う扶助費

子ども手当支給事業 △2億1556万円
※子ども手当の制度改正に伴う減額

予防接種事業 1198万円
※ 75歳以上の高齢者を対象として肺炎球菌ワクチン

接種の公費助成をおこなう経費

商工振興制度融資･支援事業 1億2184万円
※ 経営健全化対策資金震災特別枠の利用増加に伴う

預託金等の経費

工業団地誘致促進事業 4550万円
※ 西部工業団地進出企業に工場等立地奨励金を交付

新発田駅前土地区画整理事業 △902万円
※ 新発田駅前土地区画整理事業における清算金の徴

収、交付事務の完了に伴う補償費の減額等

新発田駅周辺整備事業 934万円
※ 新発田駅構内のバリアフリー化を図るためにおこ

なうエレベーター整備事業に対し実施設計費の一
部を補助

　

○
12
月
定
例
会
の
主
な
内
容

　

○
市
長
か
ら
の
行
政
報
告

　

○
議
決
結
果

　

○
意
見
書
の
提
出

　

○
一
般
質
問

　

○
常
任
委
員
会
審
査
状
況

　

○
議
会
報
告
会

　

○
２
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

　

○
議
会
ト
ピ
ッ
ク

　

○
市
民
の
声

　

○
行
政
視
察
状
況

　

○
編
集
後
記

人　事

人権擁護委員の推薦
（適任）

小島美枝子 ［新任］

 （豊町３）

小林　廣彦 ［再任］

 （藤塚浜）



新庁舎建設基本計画案に対するパブリックコメント

上中山臭気問題に係る再勧告の進捗状況

旧県立新発田病院の跡地取得

新発田駅構内のバリアフリー化

新庁舎建設基本計画の策定

上赤谷字榎木平地内の土砂流出に係る林地開発行為

体育施設の無料化

市島邸における入場料金並びに
入場者数の取扱いに関する不適切処理

市長からの行政報告に対する本会議での質疑市長からの行政報告に対する本会議での質疑



╳

╳

╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳



◎鳥獣被害防止対策の充実を求める意見書
　野生生物による農作物被害は、深刻な状況に

あり、その被害は経済的損失にとどまらず、山

林の荒廃や豪雨時の土砂流出被害にもつながっ

ている。野生鳥獣による被害全体の７割がイノ

シシ、シカ、サルによるもので、農作物被害額

は毎年増加傾向にある。

　よって、国は、鳥獣被害防止の充実を図るた

め、①財政支援の充実、②専門的な知識や経験

に立脚した人材の養成及び支援策、③有害鳥獣

の正確な生息数把握調査方法の確立、④効果的

被害防止対策の構築を強く要望する。

（提出先） 

◎郵政改革法案の速やかな成立を求める意見書
　郵政三事業は、郵政民営化法に基づき、それ

ぞれの事業を継承した３つの株式会社と三事業

会社から窓口業務等を受託する郵便局株式会社

の形で民営化・分社化された。

　しかし、現状において、配達をおこなう郵便

事業会社の社員が貯金や保険を扱うことができ

なくなるなど、サービスの低下が指摘され、郵

政三事業のサービスを一体化するなど経営形態

の見直しが求められている。

　よって、国においては、国民にとってより良

いサービスが提供できる郵便局ネットワークを

構築するため、「郵政改革法案」を速やかに成立

させ、国民の期待に応えるよう強く要望する。

（提出先）

◎３種ワクチン助成の継続と国の制度化を求める意見書
　ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、子

宮頸がんワクチンの３種ワクチンは、接種の一

時停止、供給不足等で対象者に十分行き渡って

いない。

　水痘など多くの疾病に対するワクチン接種

は、短期の臨時事業ではなく、継続して公費負

担で実施されることこそが国民の健康維持増進

に大きく力を発揮する。

　よって、国においては、３種ワクチンについ

て、地元自治体に負担をかけることなく、国の

財政支援を確立したうえ、①定期接種化までの

間の臨時事業の継続、②高齢者に対する公費定

期接種の継続・拡大、③安心して平等に受けら

れる予防接種体制の確立について、早期に実現

されるよう強く求める。

（提出先） 
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一般質問とは

　「一般質問」は、提出議案にかかわらず、議員
の立場から市政全般に関して執行機関に対する
疑問を質

ただ

したり、所信の表明を求めたりするも
ので、定例会に限って認められています。
　新発田市では、質問内容を事前に通告するこ
とになっています。このことにより、市長や教
育長などがあらかじめ準備をしておくことで、
質問に対して的確な答弁が期待されることにな
ります。
　市長や教育長などからの答弁の内容に疑義が
ある場合は、再質問や再々質問を行うこともあ
ります。
　この場合は、1人につき制限時間の45分以内
に次々と質問と答弁を繰り返す「一問一答方
式」で、深まった議論を展開することになりま
す。

組織労働者福利厚生活動補助金に
ついて
新発田市の観光に対するビジョンについて

昨年当市で開催された昨年当市で開催された
国際ご当地グルメグランプリ国際ご当地グルメグランプリ

　

経
済
の
成
熟
化
が
進
む
日

本
に
お
い
て
、
成
長
が
確
実
に
見

込
め
る
「
観
光
」
は
地
方
都
市
に

お
け
る
有
望
産
業
で
あ
り
、
雇
用

を
は
じ
め
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
は
多
岐
に
わ
た
る
。
来
年
度
以

降
の
「
食
の
イ
ベ
ン
ト
」
や
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
」
等
の
具
体
策
、
問

題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答
え　

観
光
客
が
何
度
も
訪
れ
た

く
な
る
た
め
の
環
境
整
備
と
リ
ピ

ー
タ
ー
取
り
込
み
の
た
め
の
魅
力

づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
行
政
主

導
の
誘
客
施
策
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
団
体
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

団
体
が
主
体
的
企
画
、
立
案
、
発

信
し
て
い
け
る
よ
う
な
体
制
の
確

立
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
関
連

団
体
と
連
携
を
深
め
、
各
地
域
の

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
磨
き

上
げ
に
よ
る
魅
力
づ
く
り
に
加
え
、

従
来
の
よ
う
な
大
手
旅
行
会
社
の

企
画
に
よ
る
発
地
型
旅
行
商
品
だ

け
で
な
く
、
新
発
田
市
に
し
か
な

い
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

生
活
者
ニ
ー
ズ
に
密
着
し
た
、
着

地
型
旅
行
商
品
の
企
画
・
販
売
に

取
り
組
み
、
新
発
田
市
が
一
体
と

な
っ
た
観
光
施
策
を
進
め
た
い
。

Ｑ 

市
長
の
考
え
る
観
光
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
は

 

Ａ 

新
発
田
市
に
し
か
な
い
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か

し
た
着
地
型
旅
行
商
品
の
企
画
・
販
売
に
取
り
組
む

　

昨
年
度
決
算
に
「
組
織
労

働
者
福
利
厚
生
活
動
支
援
事
業
」

と
し
て
連
合
新
発
田
支
部
の
メ
ー
デ

ー
の
開
催
に
50
万
円
の
補
助
金
を
支

出
し
て
い
る
。
支
出
に
至
る
根
拠
と

経
緯
、
市
内
就
労
者
に
お
け
る
連
合

傘
下
労
組
の
加
入
率
は
。
市
職
労
の

上
部
団
体
へ
の
経
済
的
供
与
は
労
働

組
合
法
第
７
条
の
趣
旨
に
反
す
る
と

も
解
せ
る
が
、
一
般
市
民
と
比
較
し

て
格
段
に
厚
遇
な
構
成
員
を
擁
す

る
連
合
へ
の
公
金
支
出
は
、
納
税
者

で
あ
る
市
民
感
情
か
ら
見
れ
ば
違

和
感
が
あ
り
即
刻
中
止
す
べ
き
と
考

え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

答
え　

市
内
勤
労
者
の
福
祉
向

上
と
地
域
の
社
会
貢
献
活
動
の

取
り
組
み
等
に
対
し
て
、
新
発

田
市
法
令
外
負
担
金
等
審
査
会

の
審
査
を
経
て
補
助
金
を
交
付

し
て
き
た
。
市
内
就
労
者
に
お

け
る
連
合
加
入
率
は
推
定
11
・

４
％
で
あ
る
。
市
職
労
の
上
部

団
体
は
自
治
労
新
潟
県
本
部
で

あ
り
、
上
部
団
体
へ
の
直
接
的

補
助
金
支
出
に
は
あ
た
ら
な
い
。

組
織
・
未
組
織
労
働
者
、
広
く

市
民
等
が
参
加
、
利
用
可
能
な

活
動
に
対
す
る
補
助
で
あ
り
、

妥
当
な
補
助
金
支
出
で
あ
る
。

Ｑ 

連
合
新
発
田
支
部
に
対
す
る
補
助
金
支
出
の
妥
当
性

 

Ａ 

広
く
市
民
等
が
参
加
、利
用
可
能
な
活
動
に
対

す
る
補
助
で
あ
り
、妥
当
な
補
助
金
支
出
で
あ
る



〔7〕

TPP対応による新発田市の対策に
ついて
農産加工機器の充実を

庁舎建設について
広域基幹林道新発田南部線について

広域基幹林道新発田南部線広域基幹林道新発田南部線

　

広
域
基
幹
林
道
新
発
田

南
部
線
は
眺
望
が
す
ば
ら
し

い
。
こ
の
林
道
を
観
光
用
道
路

と
し
て
、
一
体
的
に
整
備
し
、

維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
で

き
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　

　
答
え　

広
域
基
幹
林
道
新
発
田

南
部
線
は
、
森
林
整
備
の
総
合

利
用
、
地
域
間
交
流
を
核
と
す

る
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
整
備
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
景
観
・
展
望

の
す
ば
ら
し
さ
か
ら
、
観
光
素

材
に
な
り
得
る
こ
と
は
十
分
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
く

ま
で
も
林
道
と
し
て
の
整
備
を

行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
大
型
車

の
す
れ
違
い
が
で
き
な
い
道
路

幅
員
や
森
林
施
業
車
両
優
先
と

な
る
一
般
車
両
へ
の
影
響
、
ま

た
、
通
行
時
間
帯
の
制
限
、
沿

線
の
安
全
対
策
や
環
境
対
策
な

ど
再
整
備
に
は
様
々
な
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

新
発
田
南
部
線
の
利
活
用
は
、

事
業
主
体
で
あ
っ
た
新
潟
県
並

び
に
地
元
の
皆
様
と
課
題
解
決

に
向
け
て
協
議
、
検
討
を
お
こ

な
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

広
域
基
幹
林
道
新
発
田
南
部
線
に
つ
い
て

 

Ａ 

新
潟
県
、
地
元
の
皆
様
と
課
題
解
決
に
向

け
て
協
議
、
検
討
を
お
こ
な
い
た
い

　

豊
浦
町
、
紫
雲
寺
町
、

加
治
川
村
と
の
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
は
、
合
併
し
た
ら
新

庁
舎
を
建
設
す
る
と
の
文
言
は

な
い
。
ま
た
、
合
併
町
村
の
地

域
の
住
民
か
ら
す
れ
ば
、
自
分

の
地
域
の
事
業
を
削
っ
て
庁
舎

建
設
に
充
て
ら
れ
る
と
感
じ
る

の
で
は
な
い
か
。
合
併
特
例
債

適
用
期
間
が
延
長
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
建
設
を
一
時
凍

結
し
、
庁
舎
建
設
場
所
に
旧
県

立
病
院
跡
地
を
選
択
肢
に
入
れ

て
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

答
え　

合
併
か
ら
相
当
の
期
間

が
経
過
し
、
新
た
に
重
要
な
課

題
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平

成
21
年
度
に
合
併
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
見
直
し
、
新
庁
舎
建
設

を
計
画
に
位
置
づ
け
た
。
そ
の

際
、
合
併
町
村
地
域
の
事
業
や

他
の
事
業
を
計
画
か
ら
押
し
出

し
た
り
は
し
て
い
な
い
。
市
庁
舎

は
耐
震
性
の
問
題
が
あ
り
、
一
刻

の
猶
予
も
な
い
。
建
設
場
所
は

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に

既
に
決
定
し
て
お
り
、
旧
県
立

病
院
跡
地
を
選
択
肢
に
入
れ
た

新
た
な
議
論
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ 

庁
舎
建
設
に
つ
い
て

 

Ａ  

市
庁
舎
の
耐
震
性
確
保
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い

県内一の生産量を県内一の生産量を
誇る新発田市の誇る新発田市の
アスパラガスアスパラガス

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
と
は
切
り

離
し
た
第
４
次
補
正
予
算
案
で

は
、
今
後
５
年
間
で
、
農
地
の

集
積
（
１
戸
及
び
集
落
営
農
、

平
場
で
20
〜
30 

ha
、
中
山
間
地

で
10
〜
20 

ha
）
で
現
在
の
10
倍

以
上
の
拡
大
を
目
標
と
し
て
い

る
。
離
農
協
力
に
市
と
し
て
も

協
力
金
の
上
乗
せ
が
必
要
と
思

う
が
市
の
対
策
は
。

　
　
　
　

答
え　

国
は
、
20
〜
30 
ha
規
模

の
経
営
体
の
創
出
を
図
り
、
今

後
５
年
間
で
こ
れ
が
大
半
を
占

め
る
構
造
を
目
指
し
、
平
成
24

年
度
事
業
に
お
い
て
農
地
集
積

協
力
金
を
盛
り
込
む
見
込
み
で

あ
る
。
従
来
の
農
地
の
受
け
手

へ
の
支
援
に
加
え
、
出
し
手
へ

の
支
援
策
が
創
出
さ
れ
る
。
市

と
し
て
は
、
個
々
の
農
家
の
規

模
拡
大
や
そ
れ
に
伴
う
経
営
の

安
定
、
体
質
強
化
な
ど
を
支
援

し
、
足
腰
の
強
い
農
業
者
の
育

成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
の
制

度
活
用
へ
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
や

る
気
」
の
あ
る
農
家
育
成
に
向

け
支
援
し
て
い
き
た
い
。

農
業
再
生
基
本
方
針
の

中
で
、
農
地
集
積
を
進
め
る
上

で
も
、
雇
用
対
策
と
し
て
農
産

物
の
加
工
と
流
通
業
な
ど
の
連

携
を
促
す
と
さ
れ
て
い
る
。
市

と
し
て
も
２
月
定
例
会
で
発
表

さ
れ
て
い
る
。
市
民
が
使
い
や

す
く
、
試
作
品
の
加
工
や
開
発
、

研
究
の
た
め
の
機
器
や
機
材
の

充
実
を
お
願
い
し
た
い
。　
　

　
答
え　

当
市
で
は
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
ペ
ー
ス
ト
、
イ
チ
ゴ

「
越
後
姫
」、
枝
豆
「
大
峰
か
お

り
」
を
活
用
し
た
加
工
品
の
開

発
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
農

業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
加
工
施
設

は
、
建
屋
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
、
解
体
を
お
こ
な
っ
た
。
農

産
加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、
農

業
者
あ
る
い
は
事
業
者
が
自
ら

経
営
と
し
て
地
元
農
産
物
の
加

工
・
販
売
を
行
う
取
組
み
に
対

し
て
、
市
で
で
き
る
こ
と
は
何

か
、
費
用
対
効
果
も
含
め
充
分

検
討
し
な
が
ら
、
そ
の
支
援
策

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に

施
設
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
。

Ｑ 

農
産
物
加
工
機
器
、機
材
の
充
実
を

 

Ａ 

農
業
者
等
が
自
ら
の
経
営
と
し
て
地
元
農
産
物
の
加

工
・
販
売
を
行
う
取
組
み
に
対
し
て
支
援
策
を
検
討
し
た
い

Ｑ 

農
業
再
生
に
向
け
た
農
地
集
積
の
た
め
の
対
策
は　

 

Ａ 「
や
る
気
」
の
あ
る
農
家
育
成
に
向
け
支
援

し
て
い
き
た
い



〔8〕

地方自治法に基づく市役所位置の条例
提案の時期について
県警が進めている暴力団排除条例の条例化について

新潟県暴力団排除条例新潟県暴力団排除条例
のパンフレットのパンフレット

迅速な救命につながる命の「バトン」
救急医療情報キットの配布について
ギャンブル依存症の実態と対策について

救急医療情報キット救急医療情報キット

　

高
齢
者
や
要
援
護
者
の

ケ
ガ
や
急
病
の
発
生
時
、
救
急

隊
が
迅
速
な
救
命
措
置
に
役
立

つ
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
が
あ

る
。
筒
状
の
ケ
ー
ス
の
中
に「
血

液
型
」「
持
病
」「
か
か
り
つ
け

医
」「
服
用
薬
」「
緊
急
連
絡
先
」

等
を
書
い
た
シ
ー
ト
を
冷
蔵
庫

に
保
管
し
て
お
く
も
の
で
、
全

国
で
実
施
が
進
ん
で
い
る
。
一

日
も
早
い
配
布
を
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

救
急
医
療
の
現
場
で

は
、
救
急
隊
が
駆
け
つ
け
た
と

き
に
欲
し
い
情
報
は
、
か
か
り

つ
け
医
、
内
服
薬
や
連
絡
先
な

ど
の
情
報
で
搬
送
中
や
搬
送
先

の
病
院
で
の
対
応
に
役
立
つ
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
一

方
で
、
か
か
り
つ
け
医
等
の
医

療
情
報
が
最
新
の
も
の
と
な
っ

て
い
な
い
場
合
や
救
急
隊
が
駆

け
つ
け
た
時
に
、
キ
ッ
ト
の
保

管
場
所
が
定
ま
っ
て
い
な
い
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

先
進
地
の
取
り
組
み
状
況
を
参

考
に
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
必
要
性
、
有
効
性
や
課
題
な

ど
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
し
て

い
き
た
い
。

パ
チ
ン
コ
や
競
馬
な
ど

は
、
娯
楽
や
趣
味
で
楽
し
む
こ

と
は
問
題
は
な
い
が
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
定
め
て

い
る
世
界
共
通
の
病
気
で
あ
り
、

国
内
の
疾
患
数
は
２
０
０
万
人

い
る
。
市
内
で
は
病
気（
依
存
症
）

と
自
覚
せ
ず
借
金
を
繰
り
返
し
、

多
重
債
務
や
破
産
、
自
殺
や
家

庭
崩
壊
に
至
る
事
例
は
あ
る
の

か
。
ま
た
そ
の
対
策
は
。
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
に
つ
い
て
認
知
さ

れ
て
い
な
い
。
保
健
衛
生
上
の
観

点
か
ら
も
広
く
市
民
に
啓
発
す

べ
き
で
あ
る
。

市
内
で
は
、
こ
こ
数
年
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
起
因
し
た
自
殺

等
の
深
刻
な
事
例
は
聞
い
て
い

な
い
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
が

病
気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
広

く
市
民
が
認
識
し
、
相
談
窓
口

へ
早
期
に
相
談
が
で
き
る
よ
う

広
報
し
ば
た
等
で
周
知
す
る
と

と
も
に
、
保
健
師
に
よ
る
窓
口

相
談
や
各
地
区
で
の
健
康
講
演

会
な
ど
様
々
な
機
会
を
利
用
し
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
そ
の
対

応
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

８
月
に
暴
力
団
排
除
条

例
が
県
で
施
行
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
県
警
は
市
町
村
に
も
条

例
化
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
の
考
え
と
、
条
例
化
の

時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。　

　

暴
力
団
排
除
の
推
進

は
、
市
民
の
安
心
で
安
全
な
生

活
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
９

月
13
日
に
新
発
田
警
察
署
長
が

来
庁
し
、
当
市
の
条
例
制
定
に

向
け
て
の
要
請
を
受
け
た
際
に

は
、
積
極
的
に
条
例
を
進
め
た

い
と
回
答
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
関
係
団
体
に
よ
る
条
例
制

定
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。
市
条
例
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、
市
や
市

民
・
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
暴
力
団
排

除
に
関
す
る
基
本
事
項
等
が
盛

り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
が
、
検
討
委
員
会
の
ご
意
見

を
踏
ま
え
２
月
定
例
会
に
は
条

例
案
を
提
案
し
た
い
。

Ｑ 

命
の「
バ
ト
ン
」救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布
を
提
案
す
る

 

Ａ 

先
進
地
を
参
考
に
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
必

要
性
、
有
効
性
や
課
題
等
を
調
査
・
検
討
し
た
い

Ｑ 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
実
態
と
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

広
報
し
ば
た
、
保
健
師
に
よ
る
窓
口
相
談
、
健
康

講
演
会
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
普
及
啓
発
を
図
り
た
い

Ｑ 

県
警
が
進
め
て
い
る
暴
力
団
排
除
条
例
の
条
例
化
に
つ
い
て

 

Ａ 

暴
力
団
排
除
の
基
本
事
項
を
盛
り
込
み
、

２
月
定
例
会
に
は
条
例
案
を
提
案
し
た
い

　

地
方
自
治
法
第
４
条
で

は
「
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の

事
務
所
の
位
置
を
定
め
又
は
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
条
例

で
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
市
長
は

８
月
の
臨
時
会
に
新
庁
舎
の
建

設
場
所
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
に
し
た
い
と
関
係
予
算

議
案
を
提
案
し
、
賛
成
多
数
で

議
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は

仮
決
定
と
い
う
べ
き
で
、
法
律
に

基
づ
く
市
役
所
の
位
置
を
定
め

る
条
例
は
い
つ
提
案
す
る
の
か
。

地
方
公
共
団
体
の
事
務

所
の
位
置
は
、
地
方
自
治
法
第

４
条
に
よ
り
条
例
で
定
め
る
必
要

が
あ
る
が
、
制
定
す
る
時
期
の
規

定
は
な
く
、
当
該
市
町
村
の
事

情
に
よ
り
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。

新
庁
舎
の
建
設
地
に
は
市
有
地

の
ほ
か
、
民
地
が
含
ま
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
用
地
の
確
定
が
必

要
で
あ
る
。
条
例
の
施
行
時
期
に

も
関
係
し
、
完
成
及
び
移
転
の

目
途
が
つ
い
た
時
点
で
条
例
を
上

程
し
た
い
。

Ｑ 

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
市
役
所
位
置
の
条
例
提
案
の
時
期
に
つ
い
て

 

Ａ 

新
庁
舎
の
完
成
及
び
移
転
の
目
途
が
つ
い
た

時
点
で
条
例
を
上
程
し
た
い



〔9〕

地域産業再生のブランド化を目指して
ノロウイルス感染予防対応策は

まちづくりと市民参画・市庁舎建
設計画と「民意」について

新庁舎建設に関する新庁舎建設に関する
全世帯アンケート全世帯アンケート

①
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市

庁
舎
建
設
が
、
大
変
重
要
な
課

題
と
の
認
識
か
ら
、
広
く
民
意

を
問
う
目
的
で
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
手
法
は
、
住
民
投
票
の
よ

う
に
は
し
な
い
と
い
う
考
え
で

進
め
た
。
新
庁
舎
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

策
定
委
員
会
、
議
会
と
い
う
３

つ
の
民
意
の
総
意
と
し
て
、
８

月
臨
時
会
に
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
と
す
る
調
査
費
等
の

関
連
予
算
を
提
案
し
、
承
認
い

た
だ
い
た
。
再
度
民
意
を
問
う

考
え
は
な
く
、
計
画
ど
お
り
に

進
め
て
い
き
た
い
。
②
合
併
特

例
債
の
延
長
は
、
大
震
災
に
よ

り
合
併
建
設
計
画
の
見
直
し
を

迫
ら
れ
た
自
治
体
へ
の
措
置
か

ら
端
を
発
し
た
も
の
で
、
対
象

や
期
間
が
拡
大
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
当
市
の
新
庁
舎
建
設
は
、

現
庁
舎
の
耐
震
性
の
問
題
が
最

も
大
き
い
要
因
の
一
つ
で
あ

る
。
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
も

防
災
上
重
要
な
市
有
建
築
物
の

耐
震
期
限
を
平
成
27
年
と
定
め

て
お
り
、
一
刻
も
早
い
新
庁
舎

の
建
設
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ 

ま
ち
づ
く
り
と
市
民
参
画
・
市
庁
舎
建
設
と
「
民
意
」
に
つ
い
て

 

Ａ 

建
設
場
所
は
３
つ
の
民
意
の
総
意
と
し
て
議
会

で
承
認
を
い
た
だ
い
た
。
計
画
ど
お
り
に
進
め
た
い

　

新
発
田
に
は
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
て
誇
れ
る
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
今
後
ブ
ラ
ン
ド
化
が

進
む
に
つ
れ
て
行
政
も
消
費
者
の

動
向
を
踏
ま
え
、
業
界
と
と
も
に

新
し
い
特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。
商
品
づ
く
り
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
力
を
入
れ
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
新
発
田
市
の

地
域
産
業
活
性
化
に
最
も
必
要
で

は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

当
市
に
は
、
農
業
を
は

じ
め
、
商
業
な
ど
の
教
育
機
関
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
産
・
学
・
官
の

連
携
を
強
化
し
、
地
元
農
産
物
な

ど
に
よ
る「
新
た
な
加
工
品
開
発
」

を
目
指
し
、
そ
の
組
織
化
の
構
築

を
図
り
た
い
。
そ
し
て
、「
食
の

循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
る
中
で
、「
新
発
田
産
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
」、「
健
康
に
資
す

る
高
機
能
性
食
品
」
の
加
工
品
開

発
な
ど
の
事
業
を
強
化
し
、
当
市

の
地
域
産
業
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
着

実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
例
年

12
月
に
入
る
と
県
内
各
地
で
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
は
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
子

ど
も
た
ち
に
感
染
し
や
す
く
、
学

校
や
福
祉
施
設
等
で
の
集
団
発
生

が
考
え
ら
れ
、
市
と
し
て
早
期
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
も
衛
生
管
理
に
努
め
、
食
中

毒
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、

新
発
田
市
学
校
給
食
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
衛
生
管
理
の

徹
底
に
努
め
て
い
る
。
食
材
は
当

日
納
入
を
原
則
と
し
、
毎
日
適
正

な
状
態
で
納
入
さ
れ
る
よ
う
に
指

導
を
行
い
、
検
収
簿
に
記
録
し
管

理
し
て
い
る
。
ま
た
、
調
理
場
の

栄
養
教
諭
等
が
調
理
員
に
日
々
指

導
を
お
こ
な
い
、
食
中
毒
防
止
に

努
め
て
い
る
。
保
育
園
給
食
に
お

い
て
も
、
新
発
田
市
保
育
園
給
食

食
品
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全

園
に
配
布
し
、
調
理
手
等
に
衛
生

管
理
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
こ
ど
も
課
の
栄
養
士
が
各
園

を
巡
回
し
、
衛
生
管
理
状
況
や
指

導
を
お
こ
な
う
な
ど
食
中
毒
の
防

止
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
応
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

学
校
給
食
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
よ
り
衛

生
管
理
を
徹
底
し
食
中
毒
の
防
止
に
努
め
て
い
る

Ｑ 

地
域
産
業
再
生
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て　

 

Ａ 

「
食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
で
、
新
発
田

産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
の
事
業
を
着
実
に
実
行
す
る

学校給食の調理作業学校給食の調理作業

　

①
「
新
市
庁
舎
を
考
え

る
市
民
の
会
」
か
ら
、
５
月
に

集
計
さ
れ
た
全
世
帯
ア
ン
ケ

ー
ト
に
つ
い
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
の
選
択
は
約

２
３
０
０
世
帯
で
あ
り
、
一
方

の
疑
問
者
及
び
反
対
者
の
署
名

は
１
３
０
０
０
名
を
超
え
、
ま

だ
ま
だ
増
え
て
い
る
が
、
署
名

の
世
帯
数
が
多
い
こ
と
か
ら

「
民
意
」
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

再
度
協
議
検
討
す
べ
き
と
の
要

望
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。　
　
　
　
　

　

②
合
併
特
例
債
の
期
限
が
５

年
延
期
に
な
っ
た
。
市
長
は「
市

庁
舎
は
新
発
田
市
百
年
の
大
計

で
あ
り
拙
速
は
避
け
る
べ
き
」

と
述
べ
て
い
る
。
大
変
良
い
機

会
で
あ
り
、
将
来
の
た
め
に
、

も
っ
と
も
っ
と
民
意
を
反
映
さ

せ
て
、
詳
細
に
協
議
、
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
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松くい虫被害の対策について
市のふるさと納税について

井畑　隆二

問
い
　
新
発
田
市
へ
の
ふ
る
さ

と
納
税
は
平
成
22
年
度
は
平
成

21
年
度
よ
り
も
寄
附
額
が
下
が

っ
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
項
目
は

分
か
り
づ
ら
い
位
置
に
あ
り
、

ま
た
、
寄
附
者
へ
の
特
典
は
市

長
か
ら
の
御
礼
状
と
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
聞
い
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
者
に
贈
る

お
礼
品
に
対
す
る
市
の
考
え

方
、
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い

か
。

答
え
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ふ
る

さ
と
に
対
す
る
寄
附
が
主
目
的

で
、
お
礼
品
の
入
手
が
目
的
で
は

な
い
こ
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
と

通
常
の
寄
附
者
と
の
均
衡
が
図
れ

な
い
こ
と
等
の
理
由
か
ら
お
礼
の

品
は
送
っ
て
い
な
い
。
Ｐ
Ｒ
方
法

と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
帰
省
時
期
に
合
わ
せ
広
報
し

ば
た
に
募
集
記
事
を
掲
載
し
、
新

潟
県
庁
や
県
東
京
事
務
所
な
ど
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
、
首
都

圏
在
住
の
当
市
出
身
者
が
設
立
し

た
郷
人
会
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
お
こ
な

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ 

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

 

Ａ 

ふ
る
さ
と
納
税
は
、ふ
る
さ
と
に
対
す
る
寄
附

が
主
目
的
で
あ
る
た
め
、お
礼
の
品
は
送
っ
て
い
な
い

問
い
　
多
機
能
な
役
割
を
果
た

し
、
多
く
の
公
益
を
も
た
ら
し
て

き
た
新
発
田
広
域
圏
内
の
海
岸
域

の
松
林
が
現
在
危
機
的
状
況
に
あ

る
。
①
松
く
い
虫
被
害
の
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
②
松
く
い
虫
被
害

の
他
の
市
町
村
と
の
連
絡
協
議
会

の
設
立
に
つ
い
て
③
利
害
関
係
の

あ
る
農
家
、
自
治
会
と
の
協
議
会

の
早
期
開
催
の
予
定
に
つ
い
て
伺

う
。

答
え
　
①
被
害
松
か
ら
の
更
な
る

被
害
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
、
伐
倒
駆
除
の
徹
底
、
海
岸
沿

い
の
松
林
の
無
人
ヘ
リ
防
除
と
併

せ
、
今
後
の
防
除
区
域
や
そ
の
手

法
等
に
つ
い
て
、
農
業
者
や
自
治

会
等
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
を

十
分
お
こ
な
い
た
い
。
②
新
潟
県

松
く
い
虫
被
害
対
策
推
進
連
絡
協

議
会
や
県
全
体
の
研
修
会
、
地
域

ご
と
の
対
策
研
修
会
の
ほ
か
、
近

隣
市
町
に
よ
る
連
絡
協
議
会
の
設

立
を
視
野
に
入
れ
た
協
議
を
進
め

た
い
。
③
航
空
防
除
に
よ
る
散
布

の
実
施
に
つ
い
て
、
利
害
関
係
の

あ
る
農
家
、
自
治
会
と
の
話
し
合

い
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

Ｑ 

松
く
い
虫
被
害
の
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

伐
倒
駆
除
の
徹
底
、
海
岸
沿
い
の
松
林
の

無
人
ヘ
リ
防
除
等
を
お
こ
な
う

藤塚浜地区の松林

歴史を主にした観光戦略と
新発田市の経済の振興策は

稲垣　富士雄

問
い
　
①
新
発
田
市
は
県
内
で

も
１
、
２
番
の
文
化
遺
産
や
旧

跡
を
持
ち
な
が
ら
今
現
在
活
用

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
歴
代
の

首
長
も
目
標
を
持
っ
て
努
力
を

重
ね
て
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、

大
事
な
遺
産
・
宝
を
市
長
は
ど

の
よ
う
に
し
て
観
光
に
結
び
付

け
て
い
く
の
か
。

　
②
菅か

ん

谷こ

く

寺じ

は
、
源
頼
朝
の
叔

父
護ご

念ね

ん

上
し
ょ
う

人に

ん

慈じ

応お

う

が
１
１
９
５

年
に
加
治
庄
菅
谷
に
お
堂
を
建

て
て
、
不
動
明
王
を
祀
り
、
村

人
を
教
化
し
た
の
が
始
ま
り
で

あ
る
。
上
人
は
頼
朝
の
父
義
朝

の
末
弟
で
あ
り
、
比
叡
山
で
の

修
行
の
後
、
菅
谷
の
地
に
お
堂

を
建
て
た
。
千
葉
の
成
田
山
新

勝
寺
は
参
拝
者
が
年
間
一
千
万

人
と
聞
い
て
い
る
が
、
菅
谷
寺

の
参
拝
者
は
増
え
な
い
。
そ
の

原
因
や
環
境
な
ど
を
も
う
一
度

考
え
、
菅
谷
寺
を
全
国
に
ア
ピ

ー
ル
し
、
市
が
力
を
入
れ
て
観

光
に
結
び
付
け
る
べ
き
と
考
え

て
い
る
が
い
か
が
か
。

答
え
　
①
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
各
地
域
の
歴
史
・
文
化

遺
産
を
教
育
的
財
産
に
と
ど
め
る

こ
と
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
も

活
用
し
た
い
。
今
後
は
、
歴
史
を

中
心
と
し
な
が
ら
も
、
商
店
街
や

地
域
文
化
・
芸
術
と
の
連
携
な

ど
、
様
々
な
形
態
を
と
り
な
が
ら

観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
②
菅
谷
寺
の
素
朴
さ
と
、

自
然
の
懐
に
抱
か
れ
た
よ
う
な
地

の
利
は
、
決
し
て
他
地
域
に
引
け

を
取
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に

あ
る
魅
力
を
ど
う
引
き
出
し
て
い

く
か
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
菅
谷

寺
周
辺
は
、
ま
さ
に
四
季
を
通
じ

て
、
こ
の
地
で
な
け
れ
ば
体
験
し

え
な
い
魅
力
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
を
う
ま
く
利
用
す

れ
ば
、
菅
谷
・
加
治
川
地
区
で
一

日
楽
し
む
こ
と
も
可
能
な
こ
と
か

ら
、
市
の
関
連
部
署
と
地
元
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
団
体
が
連
携
し
な
が

ら
、新
た
な
魅
力
発
信
事
業
な
ど
、

今
ま
で
に
な
い
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
、
菅

谷
寺
を
中
心
と
し
た
門
前
町
景
観

の
形
成
な
ど
、
観
光
資
源
と
し
て

の
菅
谷
寺
の
魅
力
発
信
を
進
め
て

い
き
た
い
。

菅谷の菅谷寺

Ｑ 
歴
史
を
主
に
し
た
観
光
戦
略
と
新
発
田
市
の
経
済
の

振
興
策
は

 

Ａ 
歴
史
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
商
店
街
や

地
域
文
化
・
芸
術
と
の
連
携
等
の
観
光
振
興
を

進
め
て
い
く
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高齢者の交通事故防止策について

中村　　功

その他の質問事項：「あやめの湯を利用活用した特別な策略」

農業経営の多大な問題点
市民挙

こぞ

って国旗を掲揚しよう

今田　修栄

問
い
　
今
日
の
農
業
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

は
じ
め
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ

て
き
て
い
る
。
①
Ｊ
Ａ
北
越
後
と

常
時
情
報
交
換
し
、
Ｊ
Ａ
自
身
の

現
状
を
把
握
し
、
お
互
い
に
共
栄

共
存
で
振
興
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。
②
新
発
田
市
独
自
の
ブ
ラ
ン

ド
米
を
確
立
す
る
の
が
最
重
要
課

題
で
あ
る
。
③
新
発
田
市
に
は
有

機
資
源
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
そ
の

完
熟
堆
肥
を
半
額
以
下
に
提
供

し
、
地
力
の
向
上
を
図
り
、
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
え
　
①
Ｊ
Ａ
北
越
後
と
密
接
な

連
携
の
下
、
農
業
の
基
本
方
針
を

定
め
て
お
り
、
今
後
も
一
層
緊
密

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
農
業

の
振
興
を
図
り
た
い
。
②
新
発
田

産
米
の
品
質
や
食
味
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
産
地
間
競
争
や
世
界

と
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
べ
く
、
産

地
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
一
層
進

め
た
い
。
③
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー

の
現
状
の
施
設
運
営
面
や
供
給
体

制
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

半
額
以
下
で
の
提
供
は
考
え
て
い

な
い
。

問
い
　
①
日
の
丸
を
発
案
し
た
の

は
新
発
田
藩
第
10
代
藩
主
溝
口
直な

お

諒あ

き

候
で
あ
る
と
幕
末
、
明
治
を
通

し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
こ

れ
を
市
は
史
実
と
し
て
扱
っ
て
い

る
か
。②
私
ど
も
子
ど
も
の
頃
は
、

ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
祝
祭
日
は
国

旗
を
掲
揚
し
て
い
た
が
、
近
頃
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
我
が
新

発
田
藩
主
溝
口
直
諒
候
の
発
案
さ

れ
た
国
旗
を
家
庭
、
公
共
施
設
、

そ
し
て
行
政
、
議
会
も
掲
揚
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
え
　
①
こ
の
説
は
文
献
史
学
上

の
検
証
を
経
て
認
知
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
一
般
的
に
は
、
日
米

和
親
条
約
調
印
後
日
本
国
共
通
の

船
舶
旗
と
し
て
日
の
丸
を
用
い
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
通
説

で
あ
り
、
当
市
と
し
て
は
、
歴
代

藩
主
を
語
る
上
で
の
逸
話
の
一
つ

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
②
国
旗
等

の
掲
揚
は
、入
学
式
や
卒
業
式
等
、

ふ
さ
わ
し
い
機
会
を
捉
え
、
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
国
を
愛
す
る
心

が
育
ま
れ
る
よ
う
示
し
て
い
る
。

問
い
　
①
高
齢
者
が
関
わ
る
交

通
事
故
の
割
合
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
啓
発
活
動
等
の
諸
事
業

に
つ
い
て
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
。
②
高
齢
者
の
事
故
で
車
両

運
転
時
の
発
生
も
あ
る
。
車
を

運
転
し
な
く
て
も
良
く
な
る
よ

う
、
公
共
交
通
機
関
整
備
の
中

で
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
整
備
も

必
要
で
、
一
刻
も
早
く
利
便
性

の
高
い
公
共
交
通
を
確
立
す
べ

き
と
考
え
る
。
③
運
転
免
許
証

を
返
上
し
て
も
ら
う
た
め
の
支

援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
は
ど
う

か
。
④
運
転
免
許
証
の
返
上
者

へ
の
身
分
証
明
と
な
る
も
の
を

発
行
し
て
は
ど
う
か
。

答
え
　
①
警
察
署
や
交
通
安
全

団
体
と
連
携
し
、
交
通
安
全
教

室
、
寸
劇
や
腹
話
術
を
取
り
入

れ
た
啓
発
活
動
、
反
射
材
の
配

布
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
昨
年
の
高
齢
者
の
事
故
の

割
合
は
35
・
６
％
と
高
い
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
を
図
り
、
更
に
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に

努
め
た
い
。
②
デ
マ
ン
ド
交
通

は
、
公
共
交
通
の
新
た
な
手
法

の
一
つ
と
し
て
大
い
に
注
目
し

て
お
り
、
検
討
を
進
め
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。
公
共
交
通
の

見
直
し
は
、
多
額
の
財
政
負
担

を
伴
う
た
め
、
費
用
対
効
果
、

既
存
の
公
共
交
通
機
関
と
の
競

合
に
よ
る
調
整
を
図
り
つ
つ
地

域
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
を
十
分
把

握
し
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
行
っ
て
い
る
公
共
交

通
の
見
直
し
の
取
り
組
み
を
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
市
内

全
域
に
拡
大
し
、
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
体
系
の
確
立
に
つ

な
げ
た
い
。
③
現
状
で
は
、
公

共
交
通
機
関
の
整
備
に
格
差
が

あ
り
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券
な

ど
の
一
律
交
付
は
不
平
等
が
生

じ
る
と
の
判
断
に
よ
り
、
免
許

返
納
の
支
援
制
度
の
実
施
に
至

っ
て
い
な
い
。
今
後
、
近
隣
市

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
支
援
方

法
を
検
討
し
た
い
。
④
警
察
庁

で
は
、
運
転
経
歴
証
明
書
制
度

を
運
用
し
て
き
た
が
、
免
許
証

と
同
様
の
身
分
証
と
し
て
の
効

力
を
持
た
せ
る
た
め
関
係
法
の

施
行
規
則
を
改
正
す
る
方
針
で

あ
り
、
こ
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。
一
方
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
公
的
な
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ｑ 

農
業
経
営
の
多
大
な
問
題
点

 

Ａ 

Ｊ
Ａ
北
越
後
と
密
接
に
連
携
を
図
り
、
地

域
農
業
の
振
興
を
図
り
た
い

Ｑ 

市
民
挙
っ
て
国
旗
を
掲
揚
し
よ
う

 

Ａ 

ふ
さ
わ
し
い
機
会
を
捉
え
、
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
国
を
愛
す
る
心
が
育
ま
れ
る
よ
う
示

し
て
い
る

七葉小学校の新校舎の
竣工記念式典

高齢者を対象として
開催した交通安全教室

Ｑ 
高
齢
者
事
故
防
止
と
公
共
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

 

Ａ 
引
き
続
き
、
警
察
署
や
交
通
安
全
団
体
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
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新発田の婚活促進事業、観光振興等について
二階堂市政の1年間

湯浅　佐太郎

新発田駅前周辺の様子

安心できる介護保障を
「第５期事業計画」に向けた課題
「特別支援学級」に介助員増員と施設整備について

佐藤　真澄

紫雲寺中学校
に設置された
車椅子等に対
応したトイレ

問
い
　
①
６
月
15
日
に
成
立
し
た

改
定
介
護
保
険
法
は
、
市
町
村
の

判
断
で
、「
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
を
導
入
し
、

要
支
援
な
ど
の
予
防
給
付
の
切
り

下
げ
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
市
は
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
る
か
。
②
６
０
０
名
も
待
機

者
が
い
る
特
養
ホ
ー
ム
整
備
計
画

を
第
５
期
事
業
計
画
に
盛
り
込
む

考
え
は
。

答
え
　
①
現
時
点
で
は
事
業
実
施

に
あ
た
っ
て
の
詳
細
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
な
い
。
今
年
度
末
の
実

施
に
あ
た
っ
て
手
引
き
が
国
か
ら

示
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
詳
細
が

示
さ
れ
た
後
に
具
体
的
に
研
究

し
、
実
施
の
可
否
等
も
含
め
て
検

討
し
た
い
。
②
施
設
の
整
備
は
、

市
内
の
既
存
施
設
の
開
設
状
況
等

を
勘
案
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
施
設
入
所
で
き

る
よ
う
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
、
定
員
29
名
の
小
規

模
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ

る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
施
設
を

３
施
設
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

問
い
　
①
特
別
支
援
学
級
に
配

置
さ
れ
て
い
る
介
助
員
は
何
名

か
。
そ
の
数
は
必
要
と
さ
れ
る

数
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
か
。
②

保
護
者
の
方
は
、
何
度
も
介
助

員
の
増
員
を
求
め
た
が
、「
予

算
が
な
い
」
と
の
返
事
だ
っ
た
。

必
要
に
応
じ
た
増
員
が
必
要
で

あ
る
。
③
学
校
の
段
差
解
消
、

ト
イ
レ
改
善
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
を
。

答
え
　
①
今
年
度
の
介
助
員
数

は
、
小
中
学
校
計
74
名
で
あ
る
。

必
要
数
の
基
準
は
な
く
、
次
年
度

の
児
童
生
徒
の
在
籍
状
況
の
見
込

み
に
基
づ
き
、
各
校
の
介
助
員
の

要
望
人
数
を
調
査
し
て
い
る
。
②

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

年
次
的
に
介
助
員
の
増
員
に
努
め

て
い
る
。
③
平
成
13
年
度
建
設
の

猿
橋
小
学
校
以
降
、
学
校
の
新
築

や
改
築
の
際
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
図
っ
て
お
り
、
今
後
の
学
校
建

設
で
も
対
応
す
る
。
既
存
の
学
校

施
設
も
、
車
椅
子
に
対
応
し
た
ト

イ
レ
の
改
造
等
、
学
校
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
状
況
や
必
要
と
な
る
設

備
に
つ
い
て
詳
細
な
内
容
を
聞

き
、
個
別
に
対
応
し
た
い
。

問
い
　
二
階
堂
市
政
が
一
年
間
経

過
し
た
が
、
一
年
間
の
中
で
市
長

の
ま
ち
づ
く
り
実
行
プ
ラ
ン
は
ど

こ
ま
で
で
き
た
の
か
。
で
き
て
い

な
い
の
か
。で
き
て
い
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
に
実
行
す
る
の
か
。
成

果
と
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
聞

き
た
い
。

答
え
　
市
長
就
任
後
ま
っ
先
に
実

行
で
き
た
も
の
は
、
市
長
報
酬
の

30
％
カ
ッ
ト
、
市
長
専
用
車
の
廃

止
で
あ
る
。
今
年
度
実
施
し
て
い

る
主
な
も
の
と
し
て
、
小
学
生
の

医
療
費
無
料
化
、
産
業
企
画
室
、

女
性
支
援
室
の
設
置
、
新
庁
舎
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
、
高
機
能
性

食
品
と
し
て
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

生
産
拡
大
な
ど
で
あ
る
。
来
年
度

実
行
し
た
い
主
な
も
の
と
し
て
、

新
発
田
駅
周
辺
整
備
、
新
発
田
駅

構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
高
機
能
付
加

価
値
化
な
ど
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く

り
実
行
プ
ラ
ン
は
市
民
と
の
約
束

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

の
中
に
し
っ
か
り
織
り
込
ん
で
着

実
に
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
改
め
て
心
に
強
く
思
っ

て
い
る
。

Ｑ 

安
心
で
き
る
介
護
保
障
を
（
第
５
期
事
業
計
画
に
向

け
た
課
題
）

 

Ａ 

地
域
密
着
型
老
人
施
設
を
３
施
設
整
備
し
た
い

Ｑ 「
特
別
支
援
学
級
」に
介
助
員
増
員
と
施
設
整
備
に
つ
い
て

 

Ａ 

年
次
的
な
介
助
員
の
増
員
に
努
め
、
学
校
の
建
設

時
の
際
な
ど
に
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
た
い

Ｑ 

二
階
堂
市
政
の
一
年
間
に
つ
い
て

 

Ａ 

ま
ち
づ
く
り
実
行
プ
ラ
ン
は
市
民
と
の
約
束
で
あ

り
、ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
中
で
着
実
に
実
行
し
た
い

問
い
　
今
年
６
月
か
ら
の
議
会

の
中
で
婚
活
推
進
の
話
や
観
光

振
興
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
な
ど
の
話
が
出
て
い
た
。

し
か
し
、
担
当
課
が
明
確
で
な

く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
で
き
な

く
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
使
命
感
、

責
任
感
が
足
り
な
い
と
思
う
。

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
え
　
結
婚
活
動
に
つ
い
て
は
、

成
果
を
上
げ
る
た
め
の
効
果
的
な

手
法
を
構
築
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、
担
当
課
の
決
定
に
至
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
、
こ
ど

も
課
を
担
当
課
と
し
、
検
討
さ
せ

た
い
。
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
更
新
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
団

体
か
ら
引
き
継
い
だ
画
像
デ
ー
タ

や
情
報
の
著
作
権
等
が
特
定
で
き

な
い
も
の
や
現
状
と
は
か
け
離
れ

た
情
報
が
大
変
多
く
、
確
認
作
業

に
予
想
以
上
の
時
間
を
費
や
し
て

い
る
。
新
発
田
市
を
全
国
に
向
け

て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
だ
け
の
内
容

と
す
る
た
め
、
も
う
し
ば
ら
く
準

備
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
来
年
４

月
１
日
か
ら
の
公
開
を
め
ざ
し
準

備
し
て
い
る
。

Ｑ 

新
発
田
の
婚
活
促
進
事
業
、
観
光
振
興
等
に
つ
い
て

 

Ａ 

新
発
田
市
を
全
国
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

だ
け
の
内
容
と
す
る
た
め
、も
う
少
し
時
間
が
必
要
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その他の質問事項：「社会福祉の向上について」

市内経済の循環と地産地消による
活性化について

宮村　幸男

藤塚浜の
風力発電施設

石山　洋子

問
い
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本

格
導
入
は
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
の
見
直
し
の
中
で
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
当
市
に

潜
在
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

種
別
ご
と
に
ど
の
く
ら
い
の
数

量
が
眠
っ
て
い
る
の
か
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
量
、
そ

の
う
ち
利
用
可
能
な
種
別
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
数
量
を
専
門
家

に
調
査
依
頼
し
て
み
て
は
ど
う

か
。
今
検
討
し
て
い
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
プ
ロ
セ
ス
を

伺
い
た
い
。

答
え
　
現
在
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
ら
ず
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
総
量
等
の
推
計
は
お

こ
な
っ
て
い
な
い
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
導
入
は
、
新
発

田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
見

直
し
の
中
で
新
た
に
位
置
付
け
る

こ
と
と
し
、
作
業
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
新
発
田
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
新
年
度
に
着

手
し
、
利
用
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
本
格
調
査
は
本
計
画
の
策
定

に
併
せ
実
施
し
た
い
。

問
い
　
新
年
度
に
実
施
予
定
の
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、
助
成
率

な
ど
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
か
。
今
年
度
実
施
し
た

阿
賀
野
市
に
お
い
て
は
、
補
助
率

20
％
、
限
度
額
30
万
円
と
し
て
い

る
。建
築
業
の
仕
事
減
を
考
慮
し
、

新
年
度
に
お
い
て
、
速
や
か
な
実

施
を
望
み
た
い
。

答
え
　
県
内
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
の

状
況
を
参
考
に
し
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
市
民
が
利
用
し
や
す
い
制

度
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る

が
、
補
助
率
は
20
％
程
度
、
限
度

額
は
20
万
円
程
度
を
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
実
施
時
期
は
、
国
か

ら
の
交
付
決
定
日
に
も
よ
る
が
、

新
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
実
施
で
き
る
よ
う
、
事
前
の
準

備
を
担
当
部
へ
指
示
し
て
い
る
。

Ｑ 

市
内
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
量
、種
別
数
量
の
調
査
に
つ
い
て

 

Ａ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
量
等
の
推
計
は
な
い
が
、

市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
併
せ
実
施
し
た
い

Ｑ 

新
年
度
に
実
施
予
定
の
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
」

の
内
容
に
つ
い
て

 

Ａ 

補
助
率
は
20
％
程
度
、
限
度
額
は
20
万
円

程
度
で
、
新
年
度
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら

実
施
し
た
い

心の健康を守るための
「うつ病」の早期発見対策について
小中学校の校庭の芝生化の取り組みについて

問
い
　
心
の
健
康
を
守
り
、
自

殺
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
「
う

つ
病
」
を
早
期
に
発
見
す
る
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
相
談
窓
口

や
病
院
へ
行
く
き
っ
か
け
と
な

り
、
24
時
間
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
ス
ト
レ
ス
や
心
の
落
ち

込
み
度
を
確
認
で
き
る
シ
ス
テ

ム
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ

ク
、
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
導

入
す
べ
き
と
思
う
。
ま
た
、
行

政
と
し
て
「
う
つ
病
対
策
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
え
　
う
つ
病
対
策
は
、「
普
及
啓

発
」「
人
材
育
成
」「
相
談
や
訪
問

な
ど
の
支
援
」「
関
係
機
関
と
の

連
携
」
な
ど
、
体
系
づ
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
す
べ
て

の
健
康
相
談
に
お
い
て
、
心
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
な
ど
、

現
在
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
た

い
。
特
に
う
つ
病
の
症
状
は
自
覚

症
状
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
、
議
員
ご
提
案
の

手
法
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

問
い
　
新
発
田
市
で
は
、
小
中
学

校
の
望
ま
し
い
教
育
環
境
に
関
す

る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
総
合
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
緩
和
、
砂
ぼ
こ
り
飛

散
抑
制
、
体
力
向
上
に
効
果
の
あ

る
校
庭
の
芝
生
化
に
取
り
組
む
べ

き
と
思
う
。
ま
た
除
草
剤
使
用
の

廃
止
に
つ
い
て
伺
う
。

答
え
　
校
庭
の
芝
生
化
は
、
一
部

の
学
校
で
中
庭
の
芝
生
化
を
お

こ
な
っ
て
い
る
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
部
分
の
芝
生
化
は
お
こ
な
っ

て
い
な
い
。
教
育
環
境
全
体
を

考
え
た
場
合
、
緊
急
性
や
、
優

先
度
の
高
い
事
業
と
の
投
資
バ

ラ
ン
ス
、
初
期
投
資
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
問
題
、
維
持
管

理
体
制
等
十
分
な
事
例
の
検
証

や
経
済
性
も
含
め
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
段
階
で
校
庭
の
芝

生
化
を
方
針
化
す
る
段
階
に
は

な
い
。
除
草
剤
全
面
廃
止
に
つ

い
て
は
、
薬
剤
を
使
用
し
な
い

方
向
に
向
け
て
最
大
限
の
配
慮

を
定
例
校
長
会
で
検
討
を
お
願

い
し
て
い
る
。

Ｑ 「
う
つ
病
」
の
早
期
発
見
対
策
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

の
導
入
に
つ
い
て

 

Ａ 

う
つ
病
対
策
は
現
在
も
体
系
づ
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
い

Ｑ 

小
中
学
校
、
校
庭
の
芝
生
化
の
取
組
み
と
除
草
剤
使

用
廃
止
に
つ
い
て

 

Ａ 

芝
生
化
は
事
例
検
証
や
経
済
性
を
含
め
考
え
る
。

除
草
剤
は
使
用
し
な
い
方
向
で
最
大
限
配
慮
す
る

芝生が植栽されている
加治川小学校の中庭
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「新発田市ニホンザル被害防止対策協議会」
と「川東地区猿害対策協議会」の活動支援を
新発田市におけるまちづくりと中間支援組織づくりについて

若月　　学

問
い
　
新
潟
県
内
で
も
多
く
の
自

治
体
と
民
間
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
会
な

ど
が
連
携
し
て
公
設
民
営
の
中
間

支
援
団
体
を
組
織
し
て
い
る
。
こ

の
組
織
は
市
民
に
と
っ
て
よ
り
身

近
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
き
め
細
や

か
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
新
発
田
市

と
し
て
発
足
の
た
め
の
準
備
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
え
　
平
成
20
年
度
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向

け
活
動
団
体
の
意
向
を
伺
っ
た

が
、
残
念
な
が
ら
設
立
に
至
っ
て

い
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
き
め
細

や
か
な
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
専
門
性
、
機
動
力
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
活
動
、
自
主
独
立
の

気
概
を
持
っ
た
活
動
に
大
い
に
期

待
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
間
支
援

団
体
が
組
織
さ
れ
分
野
横
断
的
支

援
が
加
わ
れ
ば
、
行
政
で
あ
る
が

ゆ
え
の
機
動
力
の
な
さ
や
縦
割
り

等
の
弊
害
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
と

期
待
さ
れ
る
。
発
足
の
た
め
の
公

設
の
「
場
」
づ
く
り
の
環
境
整
備

を
進
め
た
い
。

問
い
　
川
東
地
区
で
は
、
新
潟
県

内
初
と
な
る
地
域
を
縦
断
す
る
形

で
の
延
長
20
・
２
㎞
に
も
お
よ
ぶ

電
気
柵
を
設
置
し
た
。
今
後
の
電

気
柵
の
維
持
管
理
費
な
ど
多
く
の

費
用
負
担
が
想
定
さ
れ
る
が
、
市

と
し
て
地
域
へ
の
支
援
体
制
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
豊
浦
地
区
等
市
内
に
お
け
る

猿
害
対
策
支
援
体
制
を
伺
う
。

答
え
　
川
東
地
区
協
議
会
と
十
分

協
議
し
な
が
ら
、
地
域
を
挙
げ
て
猿

害
対
策
に
取
り
組
む
集
落
に
対
し

て
、
市
協
議
会
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で

の
対
策
と
併
せ
て
、
Ｊ
Ａ
北
越
後
や

関
係
機
関
と
連
携
し
引
き
続
き
支

援
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
支
援
内
容

の
充
実
も
検
討
し
た
い
。
今
後
は
川

東
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
電

気
柵
設
置
に
よ
る
猿
の
行
動
の
変

化
な
ど
を
調
査
し
、
猿
檻
の
設
置
と

併
せ
て
、
群
れ
を
増
や
さ
ず
頭
数
を

減
ら
す
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
る

雄
雌
の
識
別
に
よ
る
個
体
調
整
の

取
り
組
み
な
ど
を
実
施
し
た
い
。

NPO法人などの団体が参加して
開催されたまちづくり発表会

Ｑ 「
新
発
田
市
ニ
ホ
ン
ザ
ル
被
害
防
止
対
策
協
議
会
」
と

　

 「
川
東
地
区
猿
害
対
策
協
議
会
」
の
活
動
支
援
を

 

Ａ 

川
東
地
区
協
議
会
と
協
議
し
な
が
ら
、引
き
続

き
支
援
し
、そ
の
支
援
内
容
の
充
実
も
検
討
し
た
い

Ｑ 

新
発
田
市
に
お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
中
間
支
援

組
織
づ
く
り
に
つ
い
て

 

Ａ 

発
足
の
た
め
の
公
設
の「
場
」づ
く
り
の
環

境
整
備
を
進
め
た
い

水道水源を守るために

加藤　和雄

問
い
　
11
月
１
日
の
加
治
川
支

流
の
境

さ
か
い

川が

わ

の
濁
水
事
故
の
経
緯

は
何
か
。
事
故
の
現
場
は
榎
木

平
か
ら
境
川
で
あ
る
。
榎
木
平

は
㈱
ナ
カ
シ
ョ
ク
が
平
成
14
年

に
取
得
し
た
土
地
で
総
面
積
は

94
・
６
ha
で
あ
る
。
山
林
、
原

野
の
一
部
は
畑
に
開
墾
さ
れ
、

飼
育
場
か
ら
出
た
糞
尿
混
じ
り

の
菌
床
や
堆
肥
を
持
ち
込
ん
で

野
菜
を
生
産
し
て
い
る
。
そ
の

土
地
を
挟
む
よ
う
に
、
境
川
、

差さ

し

沢ざ

わ

が
流
れ
、
加
治
川
に
注
い

で
い
る
。
雨
が
降
る
と
赤
茶
色

の
濁
水
が
下
流
に
流
れ
る
の
を

数
回
確
認
し
て
い
る
。
木
の
伐

採
と
畑
に
開
墾
し
た
こ
と
が
原

因
と
思
わ
れ
る
が
、
市
で
調
査

は
し
て
い
る
か
。
そ
の
土
地
で

の
木
の
伐
採
や
畑
へ
の
開
墾
は

森
林
法
で
規
制
を
受
け
る
か
。

答
え
　
榎
木
平
の
土
地
所
有
者

か
ら
は
、「
暗
渠
工
事
で
掘
っ
た

土
を
斜
面
側
に
押
し
て
お
い
た
。

昔
の
木
や
草
が
腐
っ
た
も
の
が

中
に
機
械
で
混
ぜ
ら
れ
、
そ
の

臭
い
で
は
な
い
か
。
堆
肥
等
は

一
切
出
し
て
い
な
い
」
と
の
説

明
を
受
け
た
。
翌
日
の
現
地
調

査
で
は
、
暗
渠
工
事
に
よ
り
発

生
し
た
泥
が
斜
面
か
ら
境
川
に

流
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
河
川
の
泥
は
11
月
３

日
中
に
取
り
除
か
れ
、
斜
面
は

11
月
10
日
に
は
概
ね
取
り
除
か

れ
て
い
た
。
取
水
口
に
お
け
る

加
治
川
原
水
と
境
川
、
差
沢
の

水
は
月
１
回
定
期
的
に
調
査
し

て
お
り
、
当
日
は
安
全
確
認
の

た
め
取
水
口
の
加
治
川
原
水
を

２
回
検
査
し
、
安
全
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
も
週

１
回
検
査
を
実
施
し
安
全
確
認

を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
現
在
、

畑
地
状
態
と
な
っ
て
い
る
個
所

は
、
森
林
法
に
お
け
る
林
地
開

発
行
為
の
申
請
が
必
要
で
あ
る

と
県
か
ら
指
導
を
受
け
た
。
畑

地
の
状
態
が
無
許
可
の
行
為
と

判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時

の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

平
成
18
年
の
時
点
で
立
木
が
な

く
平
た
ん
な
状
態
で
あ
り
、
当

該
地
が
昔
の
開
墾
地
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
解
釈
の
違
い
に
よ

り
開
発
行
為
に
は
あ
た
ら
な
い

と
の
誤
っ
た
判
断
を
下
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
今
後
は
、
畑
地
と
な
っ

た
当
時
の
状
況
か
ら
現
在
に
至

る
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
林
地

開
発
許
可
者
で
あ
る
県
が
調
査

を
お
こ
な
い
、
そ
の
調
査
結
果

を
受
け
て
開
発
の
中
止
や
復
旧

な
ど
の
結
論
が
出
さ
れ
る
。

Ｑ 
水
道
水
源
を
守
る
た
め
に
調
査
等
は
し
て
い
る
の
か

 

Ａ 
取
水
口
の
加
治
川
原
水
等
を
調
査
し
安
全

確
認
を
お
こ
な
っ
て
き
た

新発田市の水源である
加治川第一頭首工

その他の質問事項：「国民健康保険について」
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青木　泰俊

「新発田」の市役所の理想をめざそう
（合特債5年延長を機に）

問
い
　
平
成
27
年
度
ま
で
の
新
庁

舎
建
設
は
、
合
併
特
例
債
の
期
限

が
あ
り
、
至
上
命
題
で
、
市
長
も

議
会
も
期
限
の
中
で
苦
渋
の
選
択

を
し
た
が
、
合
併
特
例
債
の
５

年
延
長
が
確
定
的
と
な
っ
て
い

る
。
市
役
所
の
あ
り
方
を
再
検
討

す
る
時
間
的
ゆ
と
り
が
充
分
で
き

る
。
百
年
後
の
子
孫
に
胸
を
張
っ

て
残
せ
る
理
想
の
市
役
所
を
考
え

る
の
が
我
々
の
義
務
で
あ
り
喜
び

で
あ
る
。
日
本
一
の
市
役
所
を
つ

く
る
と
い
う
気
概
か
ら
始
め
、
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
等
の
力
を
借
り
な
く

て
も
、
新
発
田
の
市
民
、
業
者
の

総
力
を
結
集
し
た
伝
統
的
技
術
を

活
か
し
て
の
庁
舎
が
理
想
で
あ
ろ

う
。
理
想
実
現
の
時
間
を
使
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
市
長
た
だ
ひ
と

り
で
あ
る
。
新
庁
舎
の
完
成
予
定

期
限
を
数
年
程
度
延
ば
す
こ
と
を

考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
え
　
平
成
27
年
度
の
新
庁
舎
完

成
を
目
指
し
て
い
る
最
大
の
理
由

は
、
現
庁
舎
の
耐
震
性
の
問
題
で

あ
る
。
平
成
18
年
に
改
正
さ
れ
た

「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成

20
年
に
「
新
発
田
市
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
市

庁
舎
の
よ
う
な
、
防
災
上
重
要
な

市
有
建
築
物
は
、
平
成
27
年
度
を

目
標
に
耐
震
化
を
終
え
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
大
震
災
の
よ
う
な
有

事
の
際
に
は
、
市
庁
舎
は
災
害
対

応
の
司
令
塔
の
役
割
を
担
う
こ
と

と
な
る
。
し
か
し
、
老
朽
化
や
耐

震
性
の
問
題
を
抱
え
る
現
庁
舎
で

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

防
災
拠
点
と
し
て
機
能
し
な
い
恐

れ
が
あ
り
、
十
分
な
耐
震
性
と
危

機
対
応
能
力
を
備
え
た
市
庁
舎
の

建
設
は
急
務
で
あ
る
。
一
刻
も
早

い
新
庁
舎
の
完
成
を
目
指
し
た
い

と
の
こ
と
か
ら
、
８
月
臨
時
会
に

お
い
て
関
連
予
算
の
承
認
を
い
た

だ
い
た
。
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
を
建
設
地
と
し
て
、
平
成
27

年
度
の
完
成
を
目
標
に
進
め
て
い

き
た
い
。
市
庁
舎
の
建
設
は
、
ま

さ
に
百
年
の
大
計
で
あ
る
。
新
し

い
建
設
の
機
会
に
立
ち
会
え
る

我
々
が
、
新
発
田
の
現
状
と
将
来

を
見
据
え
な
が
ら
、
市
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
新
庁
舎

建
設
を
捉
え
、
英
知
を
結
集
さ
せ

る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
子
孫
に
誇

り
を
も
っ
て
継
承
で
き
る
贈
り
物

に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

Ｑ 「
新
発
田
」
の
市
役
所
の
理
想
を
め
ざ
そ
う

　

 （
合
特
債
５
年
延
長
を
機
に
）

 

Ａ 

十
分
な
耐
震
性
と
危
機
対
応
能
力
を
備
え

た
市
庁
舎
の
建
設
は
急
務
で
あ
り
一
刻
も
早
い

完
成
を
目
指
し
た
い

老朽化や耐震性の問題
を抱えた現在の市庁舎

「健康田園文化都市」にふさわしい
新庁舎を

渡部　良一

問
い
　
現
在
策
定
中
の
「
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
・
基
本
計
画
」
と

の
整
合
性
、
将
来
都
市
像
「
健
康

田
園
文
化
都
市
」
構
想
に
照
ら
し

た
新
庁
舎
の
位
置
づ
け
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ

の
度
、
新
庁
舎
建
設
構
想
等
策
定

委
員
会
及
び
議
会
で
ま
と
め
た

「
新
庁
舎
の
基
本
方
針
」
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
建
設
位
置
の
再
検
証

を
す
べ
き
と
考
え
る
。
新
庁
舎
建

設
事
業
は
百
年
の
大
計
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
財
源
と
考
え
て
い

る
合
併
特
例
債
活
用
期
限
５
年
延

長
と
い
う
時
間
を
味
方
に
し
て
市

民
の
最
大
合
意
を
得
る
た
め
に
、

「
共
創
」
の
理
念
に
立
っ
て
、
市

民
力
を
総
結
集
し
た
土
俵
づ
く
り

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答
え
　
新
庁
舎
建
設
を
含
む
全
て

の
施
策
や
事
業
は
、
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
の
新
し
い
将
来
都
市
像

で
あ
る
「
健
康
田
園
文
化
都
市
し

ば
た
」
の
実
現
に
結
び
つ
く
。
具

体
的
に
は
、
駅
前
に
、
ミ
ニ
図
書

館
機
能
や
観
光
案
内
機
能
な
ど
を

持
つ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
施
設

を
、
中
心
部
の
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
周
辺
に
は
さ
ら
に
人
の
集
ま
る

公
共
施
設
を
整
備
し
、
お
城
や
県

立
病
院
跡
地
に
つ
な
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ポ
イ
ン
ト
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
導
線
と
し

て
機
能
さ
せ
た
い
。
お
城
及
び
県

立
病
院
跡
地
を
歴
史
や
観
光
の
ゾ

ー
ン
、
文
化
会
館
、
公
民
館
、
図

書
館
、
現
庁
舎
跡
地
周
辺
を
教
育

や
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
を
結
ぶ
こ
と

に
よ
り
面
と
し
て
捉
え
て
い
き
た

い
。
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

は
、
駅
前
か
ら
の
大
通
り
と
、
国

道
４
６
０
号
・
中
央
町
緑
町
線
の

大
き
な
２
本
の
道
路
が
交
差
す
る

部
分
に
位
置
し
、
中
心
市
街
地
を

十
字
に
結
び
な
が
ら
、
合
併
地
区

や
周
辺
部
の
地
域
を
つ
な
ぐ
、
連

携
の
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
軸

が
交
差
す
る
最
も
重
要
な
位
置
に

新
庁
舎
を
建
設
し
、
こ
こ
を
中
心

と
し
て
、
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
い
。
策
定
委
員
会
が
ま
と

め
た
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
や
基
本
方

針
、
議
会
が
ま
と
め
た
基
本
方
針

等
は
、
す
べ
て
新
庁
舎
の
基
本
方

針
を
踏
ま
え
た
上
で
の
議
論
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
意
を
反
映
す

る
た
め
、
再
度
位
置
を
検
証
す
る

考
え
は
な
い
。「
共
創
」
は
、
当

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で

あ
り
、
今
後
の
設
計
等
の
段
階
で

市
民
の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
な

が
ら
進
め
る
よ
う
手
法
を
検
討
し

て
い
る
。

地域交流センター駐車場
とその周辺の様子

Ｑ 「
健
康
田
園
文
化
都
市
」
に
ふ
さ
わ
し
い
新
庁
舎
を

 

Ａ 
連
携
の
軸
が
交
差
す
る
位
置
に
新
庁
舎
を
建
設
し
、

そ
こ
を
中
心
と
し
て
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
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委員長　大沼　長栄

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案5件（うち陳情1件）、審査の結果、陳
情1件については不採択とし、他の議案は可決すべきものとしました。

■陳情について  
　「零細農家保護を求める為の陳情書」は、零

細農家に特定している点、市議会はすでにTPP

参加に反対の意見書を国へ提出している中で、

「TPP交渉に参加すべきは当然」と言い切ってい

る点など、陳情者の陳情趣旨内容に沿って要望

書を作成するのは難しいとして、不採択すべき

ものと決しました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  
　商工振興制度融資状況の説明を求めた中で、

「東日本大震災の震災枠だけでも62件、金額で5

億8千万程度であり、また、融資を受けた業種別

では、建設業22件、卸・小売・飲食業17件、運

輸通信業2件、サービス業9件である」との答弁

がありました。

　小水力発電計画について、「発電形態の調査、

得た電力の使い方はどうするのか」との質疑

に、「水の流れ、落差を含めこれから調査してい

く。電力会社系のコンサルタントがあるとのこ

と。発電電力は、公共施設、売電または民間企

業への紹介など多方面を検討していく」との答

弁がありました。

　工業団地誘致促進事業について、「現在の団地

以外の計画地、推薦地はあるのか」との質疑に、

「現在の2団地の紹介を第一とし、ほか市有地及び

個別の相談があれば、庁内関係部署で話し合い、

対処していきたい」との答弁がありました。

　採決の結果、挙手全員で可決すべきものとし

ました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  
　「75歳以上の高齢者の肺炎球菌ワクチンの見込

み数並びに子宮頸がんを含む3ワクチンの状況

と、今後の動向について」の質疑に、「高齢者肺

炎球菌ワクチンの見込みは、全国の接種状況を

踏まえ、今年度1月からの開始を勘案して全体の

接種率を25%、見込み数は3,650人である。3ワ

クチンの状況は、平成22年度の子宮頸がんワク

チンの接種率は、1回目が86.0%、2回目が79.2%

である。小児肺炎球菌ワクチンは、対象年齢が

ゼロ歳児から4歳児と広く、接種する時期により

接種回数が異なるという状況もある。ヒブワク

チンが36.8%で、子宮頸がんワクチンの接種率が

高い状況である。今年度、新たに中学1年生が開

始となり、9月末の接種状況は、1回目が38.7%

で、昨年度と同等の接種率は期待できる」旨の

答弁がありました。

　また、「公営住宅を建設しない代わりに、民間

施設を借り上げて対応すると聞く。現状はどう

なのか」の質疑に、借り上げ住宅については、

新井田第一、第二団地を解体した際に入居され

た方に限定している。代替措置として発足した

制度であり、数はほとんど変わっていない。公

営住宅の入居者については、毎年所得の調査を

おこなっている。基準を超える方には、なるべ

く移っていただき、困っている方への対応に努

力する旨の答弁がありました。

　採決の結果、挙手全員で可決すべきものとし

ました。

委員長　比企　広正

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案6件、審査の結果、議案はすべて可決
すべきものとしました。



〔17〕

議案は常任委員会に付託され、慎重に審議されます。
その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。

常任委員会の審査状況

■一般議案について（当委員会所管分の一部紹介）  
　「新発田市まちづくり総合計画条例の制定」に

ついては、地方自治法改正により基本構想の策

定義務規定が廃止されましたが、総合的かつ計

画的な市政運営と健全財政運営を行うための根

拠条例を制定したいというものです。

　「入湯税条例の一部改正」については、不申告

等に対する罰則強化を図るというもので、権力

行使が助長されるおそれから反対という意見も

ありましたが、採決の結果、前者は委員の全員

賛成で、後者は賛成多数で可決すべきものとし

ました。

委員長　渡部　良一

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案6件、審査の結果、議案はすべて可決
すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  
　補正予算の主な内容は、新庁舎建設に係る基

本設計の設計者を選定する経費、旧県立病院跡

地購入経費の全額取り下げ、女性起業者支援事

業費などでありました。

　主な質疑応答として、「新庁舎建設に係る基

本設計の設計者選考委員メンバーは」の問いに

は、4大学の専門教授と副市長の5人とするこ

と、「プロポーザル方式を採用した理由は」の問

いには、市民の意見を取り入れやすく、最後ま

で現場を離れないことなどで、現在市独自の要

領を策定中であること、「選考スケジュールは」

の問いには、補正予算認定後公募に入り、2月中

旬に第1次書類選考、その後プレゼンテーション

により3月中旬に業者選考し今年度中に契約をす

るとの回答がそれぞれありました。また、「旧県

立病院跡地は」の問いには、土壌調査などによ

り取得の期限が延びたが、県によれば、今後、

年度末までに解体工事業者の決定、秋頃までに

は解体工事の完了、24年度中には譲渡が可能と

の協議が整っているとの回答がありました。女

性起業者支援事業費については、ホームページ

作成費が大半を占めているが、情報を随時更新

し、要望等を踏まえて情報の一元化と提供をし

ていくとの回答がありました。

　採決の結果、挙手全員で可決すべきものとし

ました。

　市の業務は広範囲の分野にわたっているた
め、議案や請願などは専門的に常任委員会で審
査します。
　新発田市議会には、総務常任委員会、社会文
教常任委員会、経済建設常任委員会の3つの常任
委員会があり、市のすべての仕事がいずれかの
常任委員会の所管に属するようになっています。

常任委員会とは？ 常任委員会委員長の報告常任委員会委員長の報告
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　議会改革の一環として、昨年度から始めた議会
報告会。今年は10月30日、11月6日に市内8会場
で開催し、各会場で延べ179人もの市民の皆さま
にご参加いただきました。
　報告会では、平成22年度決算関係を中心に9月
定例会で審議された内容を報告したほか、今年度
は新たに市民との意見交換も行い、各会場で貴重
な意見を頂戴いたしました。参加いただいた皆さ
ま、本当にありがとうございました。

☆11月6日（日）午前10時～
　（佐々木コミュニティセンターは午後1時～）
菅谷コミュニティセンター 26人
農業研修センター（川東） 14人
佐々木コミュニティセンター 50人
紫雲寺地区公民館 11人

各会場の参加者数

生涯学習センター 35人
豊浦地区公民館 7人
五十公野コミュニティセンター 27人
加治川地区公民館 9人

☆10月30日（日）午前10時～

議会報告会議会報告会
を開催しましたを開催しました

農業研修
センターの様子

菅谷
コミュニティ
センターの様子

　「新発田市議会基本条例」は議会基本条

例として平成21年4月に県内で初めて制定

されました。

　条例では、情報公開と説明責任、反問

権の導入などを明記し、「開かれた議会」

を目指しています。

　議会報告会の開催も、この議会基本条

例に基づいて、議員自ら企画し実施して

います。

　今後も、地方分権にふさわしい議会運

営で議会改革に取り組んでいきます。

佐々木
コミュニティ
センターの様子

紫雲寺
地区公民館の様子

ご存知ですか
？

ご存知ですか
？

○ 決算審査の中で最も多額の金額が使われた事

業は何か。また、審査過程でどんな問題点が

あったのか。　

○ 市議会だよりの9月定例会一般会計予算や決算報

告は、もう少しわかりやすく書いてもらいたい。

○ まちづくり基本条例が策定されたが、新発田

市のまちづくりの現状は行政が主導だ。市民

がもっと積極的に参画し、自由に意見を述

べ、企画、立案すべきだ。

○ 河川改修について、議員はどのように考えてい

るのか。新井田川はほとんど水が流れていな

い。もし、火災が発生すれば大変なことになる。

○新庁舎建設について、経過を聞かせてほしい。

？「議会基本条例」「議会基本条例」

開かれた議会を目指して
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【市ホームページ】 http://www.city.shibata.niigata.jp/

　本会議（定例会）の様子を、エフエムしばたで
生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から終了まで
全て放送します。
　緊急情報や休憩などにより中断することがあり
ます。

本会議を

（76.9MHz）
で生放送します

2月22日  告示日、会派正副会長会議、議会運営委員会
2月23日 請願・陳情・意見書提出期限
2月27日 議会運営委員会
2月29日 本会議（提案理由説明・委員会付託）
3月 2日 総務常任委員会
3月 6日 社会文教常任委員会
3月 7日 経済建設常任委員会
3月 8日 本会議（会派代表質問）
3月 9日 本会議（一般質問１日目）
3月12日 本会議
 （ 一般議案・補正予算採決・※一般質問２日目）
3月13日 本会議（※一般質問３日目）
3月14日 一般会計予算審査特別委員会
 （３セク・企画財務部長総括説明）
3月15日  一般会計予算審査特別委員会
 （総務関係）
3月16日  一般会計予算審査特別委員会
 （社会文教関係）
3月19日 一般会計予算審査特別委員会
 （経済建設関係・市長総括質疑）
3月22日 議会運営委員会
3月26日 本会議
 （一般会計予算議案採決）

2月定例会日程予定2月定例会日程予定2月定例会日程予定2月定例会日程予定

市議会を紹介市議会を紹介ホームページで市議会を紹介市議会を紹介

新発田市

傍聴してみませんか
・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。
・午前10時から始まります。
・ 「本会議」「各委員会」は、本庁舎2階の議場ま
たは委員会室で行います。
・ 傍聴希望の方は、当日本庁舎2階議会事務局
までお越しください。
・ 団体等で大勢の場合は、事前に議会事務局ま
でご連絡ください。

　市のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、
議会日程等を掲載しています。
　また、本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答
弁を記録した「会議録」を検索閲覧することができま
す。
　他にも、「市議会だより」のバックナンバー（83号以
降）を見ることができます。
　会議録（冊子）は、市立図書館に設置されています。

変更等の場合は、ホームページ、エフエムしばた等でお知らせします。

※一般質問2日目及び3日目は、一般質問の通告議員が多い場合におこないます。
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編　集　委　員
 委 員 長 青木　泰俊

 副委員長 川﨑　孝一

 委　　員 中村　　功

 〃  比企　広正

 〃  渡部　良一

 〃  宮島　信人

 〃  小川　　徹

 〃  五十嵐　孝

 〃  稲垣富士雄

 〃  加藤　和雄

 〃  渡邊　喜夫

編集後記
　

12
月
定
例
会
は
、
一
般
質
問
が
19
名

と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
の
改
選
か
ら
議

員
定
数
が
27
名
に
減
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
質
問
の
実
施
率
が
今
ま
で
で
最

高
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
の
経

験
上
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
い
た
だ

き
、
新
人
議
員
６
名
が
新
た
に
加
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
新
発
田
市
議
会
に

新
し
い
風
が
吹
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
、
大
震
災
や
台
風
、
大
水
害

な
ど
災
害
が
相
次
ぎ
、
被
災
地
は
現
在

も
復
興
の
途
中
で
あ
り
ま
す
。
当
市
も

活
断
層
の
存
在
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
が
急
務
と

い
う
こ
と
で
、
小
中
学
校
を
皮
切
り
に

改
修
工
事
等
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
都
市
と
な
る
こ
と
が
、

安
全
安
心
な
市
民
生
活
に
つ
な
が
り
、

産
業
活
動
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
と
し
て
、
き
ち
ん
と
精

査
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
文
責 

編
集
委
員 

中 

村　

 

功 

〉

本市議会
行政視察状況
（11～1月）

☆経済建設常任委員会
視 察 先：横浜市、伊東市
視察内容：企業誘致・企業立地、観光振興プログラム
☆社会文教常任委員会
視 察 先：平塚市、日野市  
視察内容：自殺対策
☆経済建設常任委員会　　　　　
視 察 先：新潟国際貿易ターミナルほか
視察内容：工業の振興と企業誘致

　一般質問では、各質問予定議員が市長に対して質問内容をあ

らかじめ通告し、その通告書により、本会議において質問をお

こなっています。

　これまで、本議会で一般質問を傍聴される市民の皆さんに

は、各質問のタイトルのみ記載した一般質問通告書をお示しし

てきました。

　このたび、よりわかりやすい議会を目指して、この12月定

例会から、質問通告書の具体的内容等も記載した様式を配布す

ることとしました。

　新発田市議会は、今後も市民に開かれた、よりわかりやす

く、親しみやすい議会を目指し、議会改革を進めてまいりま

す。

一般質問一般質問のの通告内容通告内容
をよりわかりやすくしましたをよりわかりやすくしました

Citizen voice声市民の
　

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問

を
傍
聴
し
感
じ
た
点
は
次
の

４
点
で
あ
る
。

　

①
議
場
に
熱
気
あ
る
雰
囲

気
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
。

第
一
に
質
問
通
告
議
員
を
議

長
が
指
名
し
た
際
、
返
事
も

せ
ず
緩
慢
な
行
動
で
登
壇
し

た
議
員
が
多
数
い
た
。
た
だ

し
、指
名
さ
れ
る
や
「
は
い
」

と
活
力
あ
る
発
声
で
返
事
を

し
た
議
員
が
１
人
だ
け
い
た

こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

②
弁
論
大
会
で
は
な
い
の

で
、
原
稿
な
し
で
は
で
き
な

い
と
思
う
が
、
原
稿
を
読
む

の
に
汲
々
と
し
て
、
声
量
発

音
も
適
切
で
な
く
、
論
点
が

聞
き
と
れ
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
論

旨
、
声
量
強
弱
、
態
度
良
好

な
議
員
も
１
名
だ
け
い
た
。

　

③
質
問
議
員
の
論
旨
に
賛

同
で
き
る
発
言
が
あ
っ
た
場

合
、
又
は
、
同
意
で
き
な
い

場
合
は
、
議
場
騒
乱
の
お
そ

れ
の
な
い
程
度
の
檄げ

き

を
と
ば

す
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
と

思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
一
切
な
く
活
気
が
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

④
要
求
改
善
事
項
に
は
、

自
ら
資
料
等
を
分
析
研
究

し
、
素
案
を
作
っ
て
不
退
転

の
態
度
で
臨
む
べ
き
で
あ

る
。
単
な
る
質
問
で
終
ら
せ

な
い
よ
う
に
願
い
た
い
。

澁
谷　

嘉
之

冬の新発田城表門冬の新発田城表門
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